（別記様式第１号）
	計画作成年度
	令和６年度

	計画変更年度
	令和７年度

	計画主体
	河内長野市


河内長野市鳥獣被害防止計画
　　　　　　　　＜連絡先＞
　　　　　　　　担当部署名　河内長野市都市環境安全局地域資源循環部

　　　　　　　　　　　　　　　　自然資本活用課
                所在地　大阪府河内長野市原町一丁目１番１号
　　　　　　　　電話番号　０７２１－５３－１１１１
                ＦＡＸ番号　０７２１－５５－１４３５
　　　　　　　　メールアドレス　nourin@city.kawachinagano.lg.jp
１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域
	　対象鳥獣
	　イノシシ、アライグマ、カラス、シカ

	　計画期間
	　令和６年度～令和８年度

	　対象地域
	　河内長野市全域


２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針
（１）被害の現状（令和５年度）
	鳥獣の種類

	被害の現状

	
	品　目
	被害数値

	イノシシ
	水稲、果樹、芋

	被害面積　　　　　３２ａ

	
	
	被害金額　　　９２２千円

	アライグマ
	野菜
	被害面積　　　　１１５ａ

	
	
	被害金額　３，８８０千円

	カラス
	―
	被害面積　　　　　　０ａ

	
	
	被害金額　　　　　０千円

	シカ
	―
	被害面積　　　　　　０ａ

	
	
	被害金額　　　　　０千円


（２）被害の傾向
	　イノシシについては、令和３年度の豚熱流行により捕獲頭数が大幅に減少したが、その後個体数の回復が進んでいるものと思われ、令和６年度の捕獲数は大幅に増加している。農作物被害だけでなく、土や水路等の掘り起こしもよく見られ、住宅地近隣での目撃情報も多くなっている。被害は７～１０月の水稲の時期に増加する傾向にあるが、年中通して被害は発生している。

　アライグマについては、市内全域で生息し、特に農作物が豊富で活動が盛んな春から秋にかけて、果樹や果菜類の被害が多い。

　また、以前より稀に目撃・撮影されていたシカについても侵入が進んでおり、捕獲等の対策を推進する必要がある。


（３）被害の軽減目標
	指標
	現状値（令和５年度）
	目標値（令和８年度）

	イノシシ被害面積
	３２ａ
	  ３０ａ

	イノシシ被害金額
	９２２千円
	９００千円

	アライグマ被害面積
	１１５ａ
	１００ａ

	アライグマ被害金額
	３，８８０千円
	３，５００千円

	カラス被害面積
	０ａ
	０ａ

	カラス被害金額
	０千円
	０千円

	シカ被害面積
	０ａ
	０ａ

	シカ被害金額
	０千円
	０千円


（４）講じた被害防止対策
	
	講じた被害防止対策
	課題

	捕獲等に関する取組

	・大阪府猟友会河内長野支部へ
　銃とワナによる有害鳥獣の捕
　獲事業を委託。
・大阪府猟友会及び実行組合推
　薦の捕獲従事者により構成す
　る捕獲隊により捕獲事業を実
　施。
・狩猟（わな猟）免許を新規取
　得または更新した者に対し
　て、申請費用等を補助する制
　度を実施。
　また、狩猟免許試験予備講習
　の受講費用を補助する制度も
　併せて実施。
・シカ対策として大阪府猟友会
　の捕獲従事者によるくくり罠
　運用を実施。また、大阪府立
　環境農林水産総合研究所によ
　るシカモニタリング用カメラ
　の増設に協力。
・捕獲従事者の負担軽減のため
　罠用発信機・受信機の運用を
　実施。

	・猟友会会員の減少と高齢化が進
　んでいる状況での捕獲体制の
　維持及び新たな捕獲の担い手
　の確保。
・捕獲従事者への負担軽減につな
　がる支援策の構築。


	防護柵の設置等に関する取組
	・電気柵やワイヤーメッシュ等
　の防護資材や捕獲檻（囲いわ
　な、箱わな）の購入費用に対
　して、上限１０万円の範囲内
　で補助事業を実施。
・天野地区にイノシシの生息域
　拡大を抑制するための侵入
　防止柵を構築。
	・防護柵は物理的に有害鳥獣の農
　地への侵入を防ぐ事はできる
　が、被害地域全域の防護はでき
　ない。
・個々の農地だけを防護柵で囲っ
　ており、複数の農地を広範囲に
　囲えていない。



（５）今後の取り組み方針
	・農家等が一人一人の被害対策への意識を高め、休耕地や耕作放棄地の刈
　り払い、餌付けとなっている収穫残渣の除去等の取り組みを実施する。
・国や府の補助事業等を活用して、防護柵の設置による農作物の防除活動
　や捕獲檻の稼働による捕獲活動への支援を推進する。
・行政、農家、猟友会との連携を密にし、効率的な捕獲体制を確立する。
・野生鳥獣被害防止マニュアルを活用して、防護柵の効果的な設置方法や
　維持管理について農家の方々に周知する。
・市内への侵入が進んでいるシカについて、個体数が増加する前に大阪府　と連携して抑制を図る。


３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項
（１）対象鳥獣の捕獲体制
	・　大阪府猟友会河内長野支部と地元農業者が連携を取り、猟友会推薦捕獲従事者と実行組合推薦捕獲従事者で構成された本市の有害鳥獣捕獲隊を中心に、銃・ワナによる捕獲を実施する。


（２）その他捕獲に関する取組
	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	令和６年度
から
令和８年度

	イノシシ
シカ
	・有害鳥獣捕獲隊に加入している実行組合員
　による、ワナを使った捕獲の実施。
・猟友会への委託事業である、銃とワナによ
　る捕獲及び止めさし活動の実施。
・狩猟免許の申請手数料と医師の診断書作成
　費の半額補助及び予備講習受講料の全額補
　助を実施し、農家に狩猟免許取得を推奨し
　て捕獲の担い手の確保を図る。
・狩猟免許の更新手数料と医師の診断書作成
　費の半額補助を実施し、捕獲従事者の負担
　を軽減し捕獲の担い手の確保を図る。
・新たな捕獲の担い手に対して、箱わなの貸
　出事業を実施する。

	
	アライグマ
	・アライグマ捕獲檻の購入補助事業に加え、
　常時貸し出しができるように管理体制を適
　切に整えるとともに、捕獲時の速やかな搬
　送体制の構築を図る。
・広域的な駆除対策について、近隣自治体と
　情報交換を行い、より効果的な捕獲に向け
　た対策を検討する。


（３）対象鳥獣の捕獲計画
	　捕獲計画数等の設定の考え方

	大阪府鳥獣保護管理事業計画や第二種鳥獣管理計画を踏まえ、被害の軽減目標を達成するため、生息状況、被害状況等を考慮し有害鳥獣捕獲許可に基づいて、適切な捕獲を実施していく。
　イノシシについては、令和２年度２８９頭、令和３年度５５頭、令和４年度１１２頭、令和５年度８１頭捕獲した。
　豚熱の影響で令和３年度以降捕獲頭数が大幅に減少したが、令和６年はイノシシの目撃情報が増加傾向にあり、個体数の回復が進みつつあると考えられることから、令和６年度～令和８年度の目標頭数を３００頭とする。
  アライグマについては、令和２年度２８３頭、令和３年度１５１頭、令和４年度２２０頭、令和５年度１２９頭を捕獲した。
　捕獲が多い年と少ない年が交互になりつつ全体として減少傾向にあるが、令和６年度は令和４年度を上回るペースで捕獲されていることをふまえ、令和６年度～令和８年度の目標頭数を３００頭とする。
　シカについては、現時点で被害防止計画に基づく捕獲実績は無いが、当初生息が確認されていた市南東部から南西部に目撃範囲が拡大しており、今後さらなる個体数増加が予想される。
　令和６年度に大阪府事業として、生息状況調査と試行的捕獲を行いつつ、猟友会河内長野支部への技術指導を行う予定であるため、令和６年度の目標頭数を１０頭、令和７年度～令和８年度の目標頭数を３０頭とする。


	対象鳥獣
	捕獲計画数等

	
	令和６年度
	令和７年度
	令和８年度

	イノシシ
	３００頭
	３００頭
	３００頭

	アライグマ
	３００頭
	３００頭
	３００頭

	シカ
	１０頭
	３０頭
	３０頭


	　捕獲等の取組内容

	イノシシ・シカについては、第二種鳥獣管理計画（大阪府イノシシ第二種鳥獣管理計画および大阪府シカ第二種鳥獣管理計画）に基づき、銃とワナによる捕獲を実施。
捕獲期間について、通常は猟期の間だけになるが、本市の有害鳥獣捕獲隊に加入している者の管理するワナは猟期以外の期間でも捕獲ができるようにする。
銃による捕獲については、実施場所、実施時期について捕獲隊内で協議し、適切に実施する。
アライグマについては業者委託により捕獲檻の貸出し及び、捕獲後の処分を実施する。

	　ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容

	なし


（４）許可権限委譲事項
	対象地域
	対象鳥獣

	河内長野市
（平成１９年４月
権限委譲済）
	狩猟鳥獣及びダイサギ、コサギ、アオサギ、トビ、
カワラバト、ニホンザル、イタチ（メス）


４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項
（１）侵入防止柵の整備計画
	対象鳥獣
	整備内容

	
	令和６年度
	令和７年度
	令和８年度

	イノシシ

	電気柵等
受益面積２，０００ａ
	電気柵等
受益面積２，０００ａ
	電気柵等
受益面積２，０００ａ


（２）その他被害防止に関する取組
	年度
	対象鳥獣
	取組内容

	令和６年度
から
令和８年度

	イノシシ
アライグマ
シカ
カラス

	・防護柵の設置に係る費用の補助といった現
　行の市単独事業について、状況に応じた制
　度運用をしつつ、引き続き実施する。
・国又は府の鳥獣対策事業を活用し、イノシ
　シの侵入路遮断のための防止柵事業を継続
　実施する。
・鳥獣被害対策に係る研修会等の実施や被害
　防除のパンフレットの配布を行う。
・市から業者に委託し、アライグマ捕獲檻の
　貸出と捕獲後の処分を行う。


５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じるおそれがある場合の対処に関する事項
（１）関係機関等の役割
	関係機関等の名称
	役割

	河内長野警察署
	安全確保に関する事

	大阪府猟友会河内長野支部
	有害獣の捕獲に関する事

	河内長野市
	対処全般に関する事

	大阪府
	対処に関する協力、助言


（２）緊急時の連絡体制














６．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項
	イノシシについては、現在のところその場での埋設処分と市営斎場での焼却処分を実施。
シカについても、現時点で被害防止計画に基づく捕獲実績は無いが、イノシシと同様に処理する予定。
　アライグマについては、市が業者に委託し、安楽死措置と市営斎場での焼却処分を実施。


７．捕獲等をした対象鳥獣の食品としての利用等その有効な利用に関する事項
	なし


８．被害防止施策の実施体制に関する事項
（１）協議会に関する事項
	被害防止対策協議会の名称
	河内長野市有害鳥獣対策協議会

	構成機関の名称
	役割

	河内長野市都市環境安全局

地域資源循環部自然資本活用課
	有害鳥獣に関わる情報収集及び施策の立案・協議会事務局

	河内長野市都市環境安全局

地域資源循環部環境政策課
	有害鳥獣に関わる情報収集及び助言

	大阪府猟友会河内長野支部
	有害鳥獣に関わる情報収集・捕獲活動の実施（銃、ワナ）・その他技術指導

	大阪南農業協同組合
	有害鳥獣の農地被害状況に関すること

	河内長野市農事実行組合連合会
	有害鳥獣の農地被害状況に関すること

	大阪府農業共済組合
	被害状況の集計及び被害農家への共済金の支給

	大阪府南河内農と緑の総合事務所
	有害鳥獣の被害対策に関する助言・指導


（２）関係機関に関する事項
	関係機関の名称
	役割

	河内長野警察署
	市内の各交番・駐在所への周知

	河内長野市教育委員会
	市内の各小中学校への周知

	市内各自治会
	地区住民への周知


（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項
	なし（法第９条に基づく鳥獣被害対策実施隊を本市は設置していない）


（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項
	なし


９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項
	　河内長野市有害鳥獣対策協議会の指導の元に、地元実行組合を中心とした侵入防止柵の整備及び管理を行う。
　また、さらに、農家等が地域住民一人一人の被害対策への意識を高め、休耕地、耕作放棄地の刈払い、餌場や隠れ家、棲家の除去などに地域全体で取り組むよう進めていく。
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猟友会河内長野支部








